
VOL. 21 NO. 8 CHEMOT HERAPY 1493

Amoxycillinの 基 礎 的臨 床 的検 討

森 田 繁 二

豊橋市立桜ケ岡病院内科

宇佐美 元 章

湖西市立湖西綜合病院中検

新合成ペ ニシ リンAmoxycillinに ついて行 なつた基

礎的 ならびに臨床 的検討 の結果 を報告す る。

1各 種細菌 に対す る試験管内抗菌力

各種一般細 菌10株 に対す る試験 管内抗菌 力を 日本化学

療法学会標準法に従が い 平 板 希 釈 法 に よ り測 定 し,

Ampicillinの それ と比較 した結果は,Table1の よ う

であ る。

Ampicillinと 同 様,広 い抗 菌 スペ ク トラ ム を 有 し,

そ の抗 菌 力 もAmpicillinと 類 似 して いた 。 と くに グラ

ム陽性 球菌 に対 し て は 強 い 抗 菌 力 を 示 す が,Profeus

vulgarisお よびPseudomonasに 対 しては 感 受 性 は み

られ な かつ た 。

II 患 者 分 離 菌 に 対 す る試 験 管 内抗 菌 力

患者 の病的材料か ら分離 した各種細菌40株 に対する試

験管 内抗菌力を平板希 釈 法 に よ り測 定 した 結 果 は,

Table 2の よ うであ る。

Sfaphylmceus18株 はほ とん ど0.3～10.0mcg/mlと

良い感受性を示すが,う ち1株 は40.0mcg/mlの 耐性

菌であつた。E.coli14株 中8株 は10mcg/ml以 下 であ

Table 1 In vitro antimicrobial activity

Table 2 In vitro activity on clinical isolates

Table 3 Urinary excretion of amoxycillin (a single oral dose of 250 mg)
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Table 4 Clinical effectiveness

Fig. 1 Blood concentrations of amoxycillin (a single oral dose of 250 mg)
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るが,残 り6株 は20～40mcg/mlと 高 い 抗 菌 力 を 示

す 。Psmdomomas2株,Profms2株,Klebsfella4

株 に 対 して は,い ず れ も160mcg/ml以 上 の 高 い抗 菌 力

が観 察 され た 。

III 血 中 濃 度 お よ び 尿 中排 泄 率

健 康 成 人4名 に,早 朝 空 腹 時Amoxycilli=n250mgを

内服 させ,内 服 後1,2,4,6時 間 に 採 血 お よび 採 尿 し,

B.subfilfsを 用 い たCup法 に よつ て 血 中 濃 度,尿 中 排

泄 量 を測 定 した(Fig.1,Table 3)。

血 中 濃 度 は2時 間 後 に最 高 と な り以 後 漸 減 し,6時 間

後 は4例 中3例 に お い て0,1例 は0.8mcg/mlで あ っ

た 。

6時 間 の尿 中 排 泄 率 は そ れ ぞ れ90.8,67.2,53.2,

35.2%,平 均61.6%と,か な り良 い排 泄 がみ られ た 。

W臨 床 成 績

Table 4に 示 す とお り,内 科 的 感 染 症13例 に 本 剤 を 使

用 した。 自他 覚症状 の改善 および菌の陰性化を基準に し

て効果を判定 した。

急性肺炎4例 は全例有効 であつた。 この うち2例 は肺

結核に合併 した ものであ り,抗 結核剤 と併用 した もので

ある。

急性尿路感染症 は5例 全例 に有効 であつた。 この うち

2例 は他医にてABPC内 服 を うけた に もか かわ らず軽

快せず来院 し,本 剤の使 用で著効 を呈 した例 で注 目され

る。

胆嚢炎4例 中2例 は十二指腸 ゾンデに よる菌の検索不

能であ り起炎菌は不明であつた が1例 は有 効 と認 め ら

れ,1例 は高熱,腹 痛が強 く当初本剤の内服不能例であ

り,ABPC注 で軽快後本剤 に切 り替 え経過良 好 で あ つ

たが,判 定不能例 と した。 また4例 中2例 に胆石の合併

がみ られ症状軽快後手術 し,い ずれ も治癒 した。

副作用は,1例 に発疹,1例 に 胃腸障害がみ られた。
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また本剤使用に より肝機能,腎 機能な どに障害を きた し

投与 を中止 しな くては ならない よ うな症例は認め られな

かつた。

V 結 語

(1) Amoxycillinは 各種細菌 に対 しAmpicillinと ほ

ぽ同等の抗菌 力を示 し,優 れた抗生物質 と思われ る。

(2) 良い血 中濃度 と尿中排泄が認め られた。

(3) 内科的 感染症13例 に使用 し,す ぐれた臨床効果が

観察 された。肝,腎 障害 など特記すべ き副作用はみ られ

なかつたが,1例 に発疹,1例 に 胃腸障害が認められた。

LABORATORY AND CLINICAL INVESTIGATIONS ON AMOXYCILLIN 

SHIGEJI MORITA 

Clinic of Internal Medicine, Toyohashi City Hospital of Sakuragaoka 

MOTOAKI USAMI 

Central Laboratory, Kosai City Hospital of General Kosai 

Abstract 

Antibacterial spectrum of amoxycillin was similar to that of ampicillin. Sensitivity of amoxycillin to 

various clinical isolates was as follows : 0. 3•`10. 0 mcg/ml in 17 out of 18 strains of Staphylococcus, less 

than 10 mcg/ml in 8 and 20•`40 mcg/ml in 6 respectively out of 14 strains of E. coli, and more than 

160 mcg/ml in all of 2 strains of Pseudomonas, 2 strains of Proteus and 4 strains of Klebsiella. 

Amoxycillin was administered orally at an empty stomach at a dose of 250 mg to healthy adults, and 

the blood concentration exhibited a peak of 3.29 mcg/ml after 2 hours, and 0.2 mcg/ml after 6 hours. 

In the same cases, the drug was recovered in urine at 61.5% on an average within 6 hours. 

Amoxycillin was applied at a dose of 1•`2 g daily for 7•`19 days to 13 cases of the internal infections, 

and the results were obtained as follows : effective in all 4 cases of pneumonia, in all 2 cases of acute 

cystitis, in all 3 cases of acute pyelitis, and in 3 out of 4 cases of cholecystitis except 1 undecided case. 

As to the side effect with amoxycillin, there observed 1 case of eruption and 1 case of gastroenteric 

trouble.


